
デイトナが提案する新しい建築のカタチ

い
よ
い
よ
足
場
も
外
れ
て

そ
の
全
貌
を
現
し
た
Ｇ
Ｌ
Ｂ

　

先
月
号
で
、
そ
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
な

ガ
レ
ー
ジ
空
間
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
ご
紹

介
し
た
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
ガ
レ
ー
ジ
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト『
Ｇ
Ｌ
Ｂ
』が
い
よ
い
よ
竣

工
直
前
で
す
。足
場
も
外
さ
れ
て
、そ
の
シ

ャ
ー
プ
な
外
観
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。
軽

量
鉄
骨
造
の
骨
組
み
を
外
断
熱
工
法
で
包

む
高
性
能
外
壁
の
表
面
に
は
、
ガ
ン
メ
タ

色
の
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
。
そ
し
て
世
田
谷
ベ

ー
ス
で
も
採
用
さ
れ
た
曲
面
屋
根『
Ｒ
ス

パ
ン
』
が
特
徴
あ
る
フ
ォ
ル
ム
を
形
成
し

て
い
ま
す
。ス
テ
ン
シ
ル
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ

が
施
さ
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
、サ
ン
ダ
ー
バ

ー
ド
２
号
を
彷
彿
と
さ
せ
る
モ
ノ
。
も
ち

ろ
ん
電
動
リ
モ
コ
ン
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
す
。

　

そ
ん
な
デ
ィ
テ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、こ
の
Ｇ
Ｌ
Ｂ
の
真
骨
頂
と
言
え
る
の

せ
て
は
じ
め
て
、こ
の
Ｇ
Ｌ
Ｂ
第
１
号
物

件『
エ
リ
ア
０
５
３
』
の
本
当
の
外
観
が

完
成
す
る
の
で
す
。

　

開
放
性
抜
群
の
吹
き
抜
け
を
備
え
た

２
Ｆ
の
空
間
も
Ｇ
Ｌ
Ｂ
自
慢
の
特
長
で
、

ロ
フ
ト
上
か
ら
望
め
る
鉄
骨
梁
は
、ま
さ

に〝
鉄
感
〞が
大
好
き
な
人
に
と
っ
て
た

ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。最
小

限
の
家
具
と
イ
ン
ナ
ー
グ
リ
ー
ン
だ
け

を
そ
ろ
え
て
、
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
が
む

し
ろ
潔
く
て
か
っ
こ
い
い
。
夜
、
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た

鉄
骨
と
と
も
に
眠
る
独
特
の

安
ら
ぎ
。
朝
、
吹
き
抜
け
上

部
の
ス
リ
ッ
ト
窓
か
ら

差
し
込
む
朝
日
の
気

持
ち
よ
さ
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
シ
ー
ン
を
想
像
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
豊
か
な
生
活

が
送
れ
る
エ
リ
ア
0
5
3
の
入
居
開
始
ま

で
あ
と
一
息
。次
号
で
も
続
報
を
お
伝
え

予
定
で
す
。乞
う
ご
期
待
！

ガレージ、リビング、ベッドからなる新機軸の
ガレージアパートメント『GLB』。その第1号物件で、
現在苫小牧に建設中の『エリア053』も2F空間と
外壁がフィニッシュ。いよいよ完成が見えてきました。

吹き抜け上部の縦長スリット窓は、空間に陰影のメリハリをつけてく
れるエリア053自慢の一品。梁の上には乗せたり、吊るしたり、様々
なアイテムをディスプレイ可能なので、空間全体を楽しんでください。

吹き抜け空間を横切る力強い鉄骨の梁が
うれしい2F居住スペース。この部屋に
は鉄骨の緊張感をほどよく緩ませてくれ
るモンステラをレイアウト。ミッドセン
チュリーご用達の観葉植物です。

いろんな意味で従来の
賃貸住宅の常識を覆す
GLB。前面の舗装が完備
して、その上に航空母艦
の飛行甲板のような白線
が施されれば、毎日の出
撃の気分は最高潮です。
あなたの日常生活に張り
と喜びを与えてくれる、画
期的な賃貸住宅なのです。

2F空間と外観が完成

AREA053の工事も
いよいよ終盤！

Text/Atsushi TAMADA　CG/Kenta KITAGAWA（ldk）, Soma YOKOI　Photo/Yumi SATO（city digit）

出雲大社から海沿いに約30分ほ
ど走ったところに建設するこのモ
ーターホテル。西の空に夕日が沈
みかけたころ到着して、一風呂浴び、
いよいよ空が赤く染まり始めてま
ずはビールで乾杯。忘れかけていた
“自由”という言葉が実感として蘇
ります。事前に予約すれば、地元の
島根牛や隠岐牛のセットを準備し
てくれるサービスも。来年3月のオ
ープン予定が待ちきれないですね。

目指して、現在、設計作業と鉄骨製作
が進行中です。デイトナハウスのリ
アルな空間が常時見学できるうれし
い企画。クルマやバイクが艶消し黒
の鉄骨と共鳴するカッコよさを是非
実際に見学してください。各種イベ
ントも企画中。デイトナハウスが提
案する新しいモーターライフの発信
場所になりそうですね。

　“バイクのふるさと”とも呼ばれる
静岡県浜松市の郊外で、ＧＬＢ第２
号のプロジェクトが始まっています。
こちらはモデルハウスを併設したモ
ーターライフパラダイスとしての計
画。このＧＬＢは3世帯限定ですか
らお早目のお問い合わせが必要かも
しれません。詳しくは次号でお知ら
せいたします。来年1月オープンを

モーターライフ最前線基地“GLB”第2号が
モデルハウスを併設して浜松に計画中！

　出雲に計画中のモーターホテルプ
ロジェクトが遂にスタート。現在設
計＆鉄骨製作が始まっています。
　日本海に面した砂浜の緩やかな傾
斜の崖の上の敷地。その横には幹線
道路と、言うことなしの立地です。ツ
ーリング愛好者にとって、雨風が防
げるバイク格納場所のある宿泊地が
めったに存在しないことは、もはや
あきらめの境地になっていたはず。
このモーターホテルプロジェクト
は、その悲しき状況を覆す、バイカー
にとっての新しいモーターライフを
提案する企画なのです。しかも浴衣
で船盛りを用意されることもなく、
シンプルな部屋単位の宿泊料設定。
グループツーリングにも最適で、西
の海に沈む夕日を見ながら、デッキ
スペースでの仲間とのBBQは自由
の実感そのものです。次号以降、さら
に詳しくこのモーターホテルプロジ
ェクトをお伝えする予定です。

バイクやクルマで出雲の夕日を見に行こう!
モーターホテルプロジェクト始動！

は
、
や
は
り
艶
消
し

黒
の
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
施
し
た

鉄
骨
の
素
材
感
と
、

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
壁
面

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

う
れ
し
い
１
Ｆ
の
ガ

レ
ー
ジ
空
間
。
一
斉

に
こ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
開
い
て
、
住
ん
で

い
る
オ
ー
ナ
ー
自
慢

の
愛
機
と
ガ
レ
ー
ジ

内
に
収
ま
る
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
が
顔
を
覗
か
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、四
国
は
愛
媛

県
西
条
市
と
い
う
場
所
に
計
画
中
の
事
務

所
と
カ
フ
ェ
の
実
例
で
す
。愛
媛
県
西
条

市
は〝
四
国
の
へ
そ
〞と
も
呼
ば
れ
る
場
所

で
、瀬
戸
内
の
海
と
四
国
の
最
高
峰
、石
鎚

山
の
織
り
成
す
豊
か
な
風
土
を
持
つ
場
所

で
す
。本
州
か
ら
こ
こ
に
来
る
ル
ー
ト
も

瀬
戸
大
橋
ル
ー
ト
と
、し
ま
な
み
海
道
ル

ー
ト
が
ほ
ぼ
等
距
離
に
位
置
す
る
、モ
ー

タ
ー
ラ
イ
フ
の
前
線
基
地
を
し
て
も
絶
好

の
立
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
は
、古
墳
の
よ

う
な〝
鎮
守
の
森
〞が
あ
る
敷
地
を
ど
の
よ

う
に
活
か
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
。ま

た
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
直
線
的
な
ラ

イ
ン
と
豊
穣
な
自
然
と
の
融
合
の
秘
訣
を

ど
う
見
つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。出

し
た
答
え
は
、カ
フ
ェ
、事
務
所
、工
房
の

3
つ
の
建
物
で
枯
山
水
の
庭
を
お
お
ら
か

に
取
り
囲
む
よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
で
し

た
。朝
の
靄
が
か
か
っ
た
瀬
戸
内
の
海
は
、

大
小
様
々
な
島
が
点
在
し
て
、さ
な
が
ら

枯
山
水
の
庭
の
よ
う
で
す
。砂
の
庭
が
静

か
な
海
を
表
現
し
ま
す
。結
果
的
に
鎮
守

の
森
が
そ
の
バ
ッ
ク
に
配
置
さ
れ
る
こ
と

で
、自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
く
喜
び
を

静
か
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に

し
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
の
構
造
は
、す
で
に
お
な
じ
み

の
高
床
式『
ス
パ
イ
キ
ー
L
G
S
』で
す
。

訪
れ
る
人
の
目
に
、
カ
フ
ェ
の
テ
ラ
ス
部

分
を
通
し
て
、手
入
れ
さ
れ
た
砂
の
庭
と

そ
の
バ
ッ
ク
の
鎮
守
の
森
が
入
っ
て
く
る

驚
き
と
喜
び
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
然
と
の
一
体
感
を
表
現
す
る
ミ
ッ
ド
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
こ
に
き
て

日
本
の
豊
か
な
風
土
に
完
全
に
マ
ッ
チ
し

ま
す
。
こ
れ
ぞ
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
真
骨

頂
な
の
で
す
。

　

事
務
所
棟
に
は
以
前
ご
紹
介
し
た
ル
ー

フ
デ
ッ
キ
付
き
の
箱
型
バ
ー
ジ
ョ
ン『
ル
ー

フ
デ
ッ
カ
ー
』を
採
用
。こ
ち
ら
も
外
部
の

自
然
に
大
き
く
開
い
た
現
代
の
縁
側
と
も

言
え
る
空
間
。い
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
す
よ
。

デイトナハウスを構成するのは、LGS と呼ばれる軽量鉄骨のパネルで、
厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の『C チャンネル』と呼ばれる部材を、
横幅180㎝、縦270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線のク
ロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、力の伝達を受け持
つ大切な役割を持っています。“柱”と“梁”と呼ばれる縦と横の部材を
使って軸組を作っていく一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこ
のLGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、店舗、マンショ
ンなどの様々な建築を可能とする、全く新しいカタチのシステムなのです。
つまりこのLGSパネルを使った建物全てがデイトナハウスと言う訳で
す。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およその予算がイメー
ジできる分かりやすさと、パウダーコーティングが施されたその鉄の素
材感が醸し出すハードボイルドな空間のテイストも持ち味です。

Text/Atsushi TAMADA　CG/Kenta KITAGAWA（ldk）, Soma YOKOI

デイトナをはじめ、カーマガジ
ンでの長期連載、ムック本であ
るCAR&HOMEにて、常にクル
マと住宅の関係について提案し
続けてきた建築プロデュース会
社LDK inc。建築設計はもちろ
んのこと、建築システムの開発
や商品開発も行う。

平屋のカフェ、ルーフデッカーの事務所、そして工房。3つの建物の配置が砂の
庭を形成し、鎮守の森との適切な距離感と奥行きを形成している様がよくわか
る平面図。平屋のカフェの外観デザイン、特に建物のプロポーション／縦横比率
が、この施設にとって非常に重要になるのです。建物本体から大きな庇のデッキ
スペースを形成し、さらに大きなステップで高床に登るように設定して、ステッ
プそれ自体も建物の長手方向の一部と言う視覚効果を狙います。

事務所棟から枯山水の砂の庭と高床式のカフェ棟を望む。シンプルな中に自然と一体化するコンセプトが埋め込ま
れているこの実例が持つ自信のワンカット。庭木が桜ならば、春は砂の上に花びらが。カエデの木ならば秋は砂の上
に高揚した落ち葉が。いずれも捨てがたい。とはいえ両方はトゥーマッチなので、どちらか選ぶことになります。

こちらは高床式平屋のカフェのテラスから庭と鎮守の森を望むカット。鎮守の森のワイルドな自然のイメージとカフェ
の間に枯山水を設置することによって、より奥行きのあるイメージが増幅される効果を狙っています。これは“中間領
域”という手法で、一種のフィルター的役割。このカフェでお茶を飲んでいると、ゆっくりした時間が過ごせそうですね。

自然と調和するカフェ＆オフィスの実例
デイトナハウスと枯山水

人に荒らされていない渓流や、小島が浮かぶ静かな海を訪れると、
ふと枯山水の庭を思い出すことがあります。自然に溶け込む建築と庭の実例です。

[ 23 枚×40 枚 ]
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